
２０１７年１１月度 ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）議事要旨 

 

日 時：１１月１６日（木） ９時３０分～１１時３０分 

場 所：ゴルフダイジェスト社 会議室 

出 席：JGGA、NGK、JGRA、JGJA、PGA、ゴルフダイジェスト、リクルート、日本旅行 

楽天、ゴルフネットワーク、有識者、経産省、スポーツ庁、ゴルフ授業研究会 

欠 席 PGS 

司 会：平野事務局長 

議事録：ＪＧＧＡ 

 

１、 開会挨拶 (馬場委員長) 

いつもＧＭＡＣの活動にご協力頂き誠に有難うございます。 

本日は、提案があります来年のゴルフフェアのＧＭＡＣセミナーのテーマや内容を議論して 

頂ければと思いますので、宜しくお願い致します。 

   

２、報告・検討事項 

事務局長より、本日のメイン議題であるＧＭＡＣセミナーのテーマと内容に関し、事前に 

小委員会で議論された内容とたたき台の説明があった。 

（１） ＧＭＡＣセミナー開催の検討について 

  ◇開催日時 ２０１８年３月２３日(金) １３：２０～１５：２０  

開催場所 パシフィコ横浜 アネックスホール Ｆ２０５ 

  ◇セミナーの目的 

   参加対象者は一般のゴルファーでなくゴルフ業界関係者である。 

   活性化の事例を紹介して持ち帰り、ヒント・気付き等の提供を図ることが主な目的となる。 

   以下の４つの方向性を小委員会からのたたき台として提案したい。 

① ＧＭＡＣの 1年間の活動報告 

取組内容説明に少し時間を取り、ＧＭＡＣ活動の進捗を説明する。 

大学のゴルフ授業充実の支援の広がり（授業研究会の一社化、参加大学・先生の増 

Ｇちゃれの開催件数、受講生の増、JGGAからのクラブ提供、八王子モデルなど）と 

「若年層のゴルフ参加率目標 10％」をこれらの活動を通じて再度アピールする。 

② パネルディスカッション 

「ゴルフの体験のきっかけづくりからその先へ」をテーマとしてどうか？ 

「Ｇちゃれ」を実施した先生・参加学生、早期リタイアでは「ゴルフのたすきＰＪ」 

で教える方の力量、継続する為のゴルフコミュニティーの事例「ゆるゆるゴルフ」、 

      企業のゴルフの活動を支援する「ダンロップゴルフアンバサダー」、ゴルフ場での 

      ゴルフ以外の楽しめる企画の事例「星空観測会」など 

③ 情報発信/調査報告 

9月 15日リリースのレジャー白書、社会生活基本調査の数字に対する提言として 

ＧＭＡＣの見解を説明する、休眠ゴルファー(40,50代分科会)の調査報告なども行う 

      山岸氏の「ゴルフ人口考察の深堀り」の詳細な報告内容、レジャー白書を補完する 

ようなＧＭＡＣ独自調査内容。 

④ 過去取組にもある、基調講演的な物 

ゴルフサミット、スポーツ庁、TOKYO2020などから 



＜以下、出された意見＞ 

◇参加する方への活性化のヒントとして、具体的な事例として大学のゴルフ授業がある 

◇③、④の事例を発表するだけの内容は避けるべきでは？ＧＭＡＣが何を活動したのかが重要。 

調査をする内容・項目はまだ決まっていないのでテーマに入れるべきではない。 

ＧＭＡＣが実施してきた内容をきっちりと報告し、その上で発展の方向性を打ち出す内容が 

良いのではないか。ＧＭＡＣの主体性を大事にすべきで有る。 

◇Ｇちゃれの担当は学習院大学の高丸先生で、日程が合えば参加して事例は述べて頂ける。 

◇スクランブルゴルフは業界でかなり実施されて広がりが有るのではないか？ 

 ゴルファーの認知度もまだ低いし、ゴルフ場もどこまで知っているか現場としての広がりを 

 もっと伝える良い機会でもある。成果を自信をもってアピールする内容ではないか？ 

◇ゴルフライフ社などは大きく取扱って実施している。集客の為にとゴルフ場に売り込みもある。 

◇ゴルフ人口に対しての情報発信は新しい情報はなく鮮度を感じない内容である。 

◇以前実施した 4名での競技方法だけでは、チーム貢献への満足感が十分で無いのかも知れない。 

ペスクランブルにして興味も拡大し、女性の参加者も増えていっているのではないか？ 

◇イベント的なスクランブルゴルフは 10年以上前から有るが 4人１組が良いのか、ペアが 

良いのかはまだ議論されていない。JGGAはペアリングは同姓同士でも良く参加者は多い。 

◇ゴルフライフ社に対して現状のスクランブルゴルフの実施状況を尋ねてはどうか。 

◇ハンディ算出のキャロウェイ方式、ペリア、Ｗペリアなども、いつの間にか浸透普及している。 

ペアスクランブルゴルフもそのような浸透イメージを目指すこともできるのではないか？ 

 

＜まとめ＞ 

◇ここまでの議論で、1部、2部制で大学のゴルフ授業と、ペアスクランブルゴルフを幹とする 

 こととしたいがどうか？ 

◇何を目指すのかを明確にしての打出しが必要。 

 底辺拡大が最大の目的で有り、その為に今回の事例を紹介し参加者に実感して貰う事が重要。 

◇ペアスクランブルゴルフなどは助け合う面白さや、自信の無い参加者がいかに参加し易いか 

 などを踏まえて、ＧＭＡＣでの打ち出し方を強調する。 

◇若年層のゴルフ参加率を 10％に引上げることが、サミット会議でも打ち出している活性化の 

目標であり、共通認識ではないか？ 

◇集客を含めて新しいゴルフの楽しみ方、競技方法をＧＭＡＣとして打出すことで十分である。 

◇「ゴルフのたすき」は紹介する事例としてはまだ実績内容が少ないので今回は見送る。 

◇パネルディスカッションの事例としてはアンケート内容なども含めれば十分使える。 

◇大学のゴルフ授業の展開状況とペアスクランブルゴルフの広がり事例の 2つを紹介し質疑応答 

時間も取る形で準備することで進める。 

◇セミナーのテーマや概要は 12月の委員会で決めてフェア事務局に報告が必要。 

詳細の内容はまだ多少時間が有るので 1月以降の委員会での検討も間に合うのではないか。 

 

（２）「大学のゴルフ授業」の充実を目指した産学連携について 

  ①Gちゃれの経過報告 

   2015年年度は GMAC、PGAとの連携は無く 2回開催のみ 

   連携後の 2016年度は 6回で 100名の参加 

   2017年度は 10月 22日までに 20回で 280名の参加が実績となっている 

 



   2017年度の 11月以降も 12階が予定されており参加予定人数は 270名、年間で 550名と 

   なりこの 3年間で 670名程度がＧちゃれに参加するという予測になっている。 

   大学の中でもこの情報が広まっており来年以降は地方の大学が増えて行くと思われる。 

  ②JGGAからのクラブ提供と各大学からの喜びの声 26大学から寄せられている。 

  ③大学ゴルフ授業研究会主催「第１回 PGA大学ゴルフ実技研修会」が開催された 

   11月 12日に武蔵野美大で PGA井上副会長から７名の先生が参加し研修指導がされた。 

   今後他の大学でも同様の研修会が実施される予定で有る。 

④ 第 6回大学ゴルフ授業研究会[研究集会]が 2018年 1月 21日に予定されている。 

⑤ 大学ゴルフ授業シンポジウムをゴルフフェア開催中の 3月 24日(土)に開催する 

場所はパシフィコ横浜 アネックスホールＦ２０５ 

⑥ 「第 2回 PGA大学ゴルフ実技研修会」を開催する 

2018年 3月 18日(日) 千葉工業大学 （屋内練習場、グラウンドが有る中での授業を 

どのようにするかなどを指導して貰う予定である） 

⑦ 大学ゴルフ授業研究会 忘年会 時間が有れば参加ください 

2017年 12月 10日(日) 17:30からです 

⑧ 第 6回「フィールド研修会」の開催 

ゴルフ場での教育実践を見据えた教員向けのラウンド向けの体験研修会 

Ｇちゃれのラウンドルールなどを実際に廻りながらラウンド実技を体験する。 

2017年 12月 11日(月) 上野原ＣＣで開催する 

⑨ ＧＥＷへのリレー掲載 「我が大学のゴルフ授業」2018年 2月号まで掲載予定 

⑩ (公社)全国大学体育連合の全国研修会予定 

2018年 3月 2日(金)～4日(日) 武蔵野美大キャンパス 

ゴルフ、卓球、フットサル、ボディーワーク、パラスポーツが実技研修科目 

8月には岡山大学、環太平洋大学で開催する予定（8月 28日～30日） 

 

（３）ゴルフ関連団体からの報告・連絡事項 

  ＰＧＡ 北先生からの報告以外特になし 

  ゴルマジ 会員登録数 13,750名（19歳 3,091名、20歳 10,659名） 11/8現在 

       施設利用数 22,248回（練習場 20229回、ゴルフ場 2,019回） 

会員数は昨年並みだがアクション数は昨年より 5％ほど多い 

ゴルマジ体験記を作成し TWITTERで投稿を行い今期最高の利用数となった 

練習場で止まっている方をチラシを作成し近隣ゴルフ場・練習場の情報を共有 

する仕組みを提供した。 

  楽ゴル  楽ゴルプラン新規の提供コースが 6コース、利用状況については報告書の通り 

       グリーン GORAの発売があり、今回、北野たけしが表紙。 

特別付録はネックウォーマー、楽ゴルデーの密着レポートも掲載している 

第 3回のゴルフイベントは 11月 3日に昭和の森コースで男女 80名が参加した 

       東京ジャンボの楽ゴルデー参加者のアンケート結果、ゴルフを始めたきっかけは 

友人が最多、同伴来場者との関係は家族と会社関係が多いという結果で有る。 

楽ゴルの認知はまだまだ低く、外部へ向けた PRは強化して行く。 

  ゴルネットワーク 

       ９ホールチャレンジのイベントの模様を１２月２日(土)１５時より放映する。 

       ＧＭＡＣのメンバーにも見られるチャンスを提供して行きたいと考える。 



 （４）各団体及び委員からの報告・連絡事項 

  ＪＧＧＡ ゴルフフェア時のＧＭＡＣセミナーと大学ゴルフ授業研究会セミナーの開催日程 

と場所は昨年同様に確保してあるのでそれぞれの担当者に連絡します。 

ジャパンゴルフフェアは今年以上に出展の状況は良く、盛上りに期待して下さい。 

  ＪＧＲＡ、ＮＧＫ、ＰＧＳ、ＪＧＪＡは特になし 

 

３．分科会ごとの討議 

以下分科会の協議をお願いします 

◇「４０～５０代掘り起こし」分科会  平野事務局長 

◇「若年層活性化」分科会       大石委員 

◇「情報発信強化」分科会       松尾委員 

  

４．委員会開催日程         

2017年 12月 13日（水）15:20分～        於）足利市「太鼓橋本館」 

 2018年 1月 19日(金) 9:30～11:30        於）ゴルフダイジェスト社 

     ※30分繰り上げて開催 (変更) 

         2月 20日(火) 10:00～12:00       於）ゴルフダイジェスト社 

         3月 12日(月)  9:30～11:30       於）ゴルフダイジェスト社 

     ※30分繰り上げて開催 (変更)   

以上 


